
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 １０６ 

令和 5年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典Ｂ 単位数 2単位 年次 3年次 

使用教科書 新編「古典Ｂ」 （大修館書店） 

副教材等 
修訂版 記入してわかるやさしくくわしい古典文法ノート（尚文出版） 

みるみる覚える古文単語 300＋敬語 30 三訂版（いいずな書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・現代日本に残る伝統、文化、風習の起源を知り、つながりと違いを確認します。 

・近世以前の様々な文章を読み、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めていきましょう。 

・できれば事前に本文を読み、文中に出てくる語句の意味を脚注や辞書で調べておきましょう。 

・授業では、漫然とノートやプリントを書くのではなく、先生の話をしっかり聞きましょう。 

・授業後にはノートやプリントなどで復習し、本文を何度も音読することを習慣にしよう。 

・提出物は期限を守って必ず提出しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、

古典についての理解や関心を深めることによって古典と現代とのつながりや違いを認識し、人生

を豊かにする態度を身につけることに役立てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 

b:話す・聞

く能力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読むことに

よって日本の伝統、

文化の成り立ちを

理解する能力を養

うとともに関心を

持たせ、ものの見

方、感じ方、考え方

を広くし、人生を豊

かにする態度を育

む。 

  古典を読むこと

により、現代日

本人が好む言葉

の使い方、リズ

ムなどの現代日

本語の特徴を知

る。 

古典の基礎知識を

復習し、必要な時

代背景を学習しな

がら古典の文章読

解や古典と現代と

の深いつながりを

理解することに役

立てる。 

評
価
方
法 

観察、 

提出物状況、 

定期考査 

  プリント、 

音読、 

定期考査 

プリント、 

小テスト、 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

一
学
期 

■
古
文
に
親
し
む 

―
説
話 

         

・今昔物語集［安倍

晴明と百鬼夜行/児

の飴食ひたること］ 

 

◎  ○ ○ 

 

○ 

 

a:古文と当時の社会背景への興味

を持っている。 

b: 現代の小説とその典拠となっ

た説話を読みくらべ、古典の魅力

を確認している。 

c:現代語との違いを確認する 

d: 平安時代の信仰を中心に社会背

景を確認する。 

e: 古典の基礎知識を再確認する。 

・観察 

(発言･発表) 

・ノート、 

プリント 

・小テスト 

・定期テスト 

一
学
期 

■
い
く
さ
と
人
間 

 
 
 

―
軍
記
物
語 

・平家物語［祇園精

舎］ 

・義経記[静の白拍

子 ] 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

◎ ○ a:教材に興味をもって学習に取り

組んでいる。 

d:本文を読み、話の展開を理解し

ている。人間の考え方や人物どう

しのかかわりについて理解を深め

る。 

e: 義経と頼朝（鎌倉殿）について

の歴史的事実を理解している。 

・観察 

(発言･発表) 

・ノート、 

プリント 

・小テスト 

・定期テスト 

一
学
期 

■
歴
史
と
人
間 

―
歴
史
物
語 

・大鏡［道真左遷/

競べ弓/鶯宿梅］ 

○ 

 

  ○ ◎ 

 

a: 『大鏡』や歴史物語について関

心をもち、理解を深めようとして

いる。 

d: 登場人物の行動と心情を読み

取っている。 

e: 藤原道長と藤原氏、また菅原道

真についての歴史的事実を理解し

ている。『大鏡』の構成と内容（紀

伝体・対話形式）、歴史物語として

の特色や、文学史的な位置づけに

ついて理解している。 

・観察 

(発言･発表) 

・ノート、 

プリント 

・小テスト 

・定期テスト 

二
学
期 

■
女
性
の
視
点 

―
日
記 

・紫式部日記［和泉

式部と清少納言］ 

○   ◎ 

 

○ 

 

a:『紫式部日記』や作者について関

心をもち、理解を深めようとして

いる。 

d: 和泉式部と清少納言、それぞれ

の人物評について、どのような点

を評価・批評しているかを読み取

り、まとめている。 

℮: 平安朝女流文学の流れを理解

し、『紫式部日記』の作者や内容、

文学史的な位置づけについて理解

を深めている。 

・観察 

(発言･発表) 

・ノート、 

プリント 

・小テスト 

・定期テスト 



 

※令和３年度以前入学生用 

二
学
期 

■
生
き
る
知
恵 

―
「道
家
・法
家
の
思
想
」 

無為而無不為/ 

/渾沌/侵官之害 

○ 

 

 ○ 

 

○ 

 

◎ 

 

ａ：中国の古代の思想に触れ、それ

ぞれの特徴について理解を深めよ

うとしている。 

ｃ：書き下し文を正確に書ける。 

ｄ：長い漢文の文章に慣れ、正確に

読む力を高めている。 

ｅ：老子、荘子、韓非子の考え方と

歴史的な役割を理解している。 

・観察 

(発言･発表) 

・ノート、 

プリント 

・小テスト 

・定期テスト 

二
学
期 

 

■
英
雄
の
物
語 

―
「三
国
志
」 

水魚の交わり／劉

備の死／諸葛亮の

死 

(赤壁の戦い) 

○ 

 

 ○ 

 

◎ 

 

○ 

 

a: 登場人物の交流を通して、人間

の生き方についての考えを深めよ

うとしている。 

c: 書き下し文を正確に書ける。 

d: 本文の大意・構成を把握し、

話の展開を理解している。 

「水魚の交わり」で、諸葛亮の進め

た策の内容を読み取っている。 

e: この話から生まれた故事成語

の意味や用法を理解している。 

三国の興亡の歴史について理解を

深めている。 

・観察 

(発言･発表) 

・ノート、 

プリント 

・小テスト 

・定期テスト 

三
学
期 

 

■
愛
の
始
ま
り 

―
物
語
■ 

・源氏物語［若紫］ 

・古典の窓９ 

『源氏物語』の影響

――日本的な美 

○ 

 

○ 

 

 ◎ 

 

○ 

 

a: 『源氏物語』と紫式部について

関心をもち、理解を深めようとし

ている。 

b: 主人公のおかれた情況につい

て、気づいたことを積極的に話し

合っている。 

d: 語句や文法、敬語に注意し、脚

注などを参考に本文を現代語訳し

ている。 

℮:平安時代の宮中の様子や、結婚

形態、習慣などについて、基本的な

事柄を理解している。 

・観察 

(発言･発表) 

・ノート、 

プリント 

・小テスト 

・定期テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す能力・聞く能力  c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


